
講師プロフィール：1948年長野県生まれ。中央大学卒業。川喜
田二郎氏主宰の研究所でＫＪ法の研究と普及に２０年間従事。
その後、情報工房を設立。企業・行政・医療機関の人材育成や
組織活性化、地域再生支援に携わる。現在、情報工房代表、千
葉大学大学院看護学研究科特命教授。著書に『発想の整理学 
AIに負けない思考法』（ちくま新書、2020年7月発刊）ほか。　　

本事業は、「タケダ・いのちとくらし再生プログラム」の支援により、日本NPOセンターとの連携事業として実施しています。

タケダ・いのちとくらし再生プログラム
広域避難者支援団体 ネットワークブロック会議 2020

講師 山浦 晴男 
　　 （やまうら はるお）

東日本大震災から20 2 1年3月11日で10年という社会的節目を迎えます。ヒラエスではこれまでの「当事者ネット

ワークキャラバン」で、広域避難当事者一人ひとりの声を尊重し、支援者とともに語り合う場を設定してきました。

それにより避難者の孤立・語りにくさ・困窮問題・未来への不安・避難先地域による支援の差異など、さまざまな

課題の表出を確認しながらも風化による社会的な認識低下は避けられず、民間における支援活動の継続も困難さを

見せています。そこで本事業では、支援活動を行う各地の広域避難者団体が繋がり合える場を作るとともに、経験や

知見を互いに学び共有し「よりよい支援」が生み出されるような機会にしていきたいと考えています。　　　　　

今回は看護や福祉の分野において言葉の本質を正確に読み取る手法の一つとして活用されている質的統合法

（KJ法）の研修を当事者の生の言葉や具体的事例を通して行いたいと思います。どうぞご参加ください。　　　
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2020年10月29日（木）～ 10月30日（金）

オンライン開催（ZOOM使用）
 参加費／会員1,000円 非会員5,000円

質的統合法（KJ 法）を学んで

当事者の声を置き去りにしない支援を考える
～ヒラエスの全国キャラバンで出会った声から～

質的統合法（KJ 法）を学んで

当事者の声を置き去りにしない支援を考える
～ヒラエスの全国キャラバンで出会った声から～

二日間を通してのカリキュラムです。

両日のご都合がつかない場合やオンラインの環境が整わないなどの際はご相談ください。

定員に達した場合、お断りすることがあります。

※入会に関しては事務局にお問い合わせください。

当事者の声を整理し、見える化する方法を
学べたこともよかった。

バラバラのデータが集まっていって、それぞれを補う
関係性まで見えてくるその工程がとても面白
かったです。

KJ 法を知り、震災からの細分化してきた
ひとりひとりの声が図として見えたことで、
今後の活動にも活かせる。

声にできない、表現ができない。混沌とし抱いて
いた想いに対して、やっと初めて目にすることが
できた。

リモートで行うのは大変だったと思いますが、
こんなやり方もリモートで出来るのだと参考に
なりました。ありがとうございました。

当事者の声を整理し、見える化する方法を
学べたこともよかったですが、実際にまとめていく
過程で、例えば表題を考えるところでの言葉
の選択など、そう表現すればいいのか！という
発見も多くありました。

https://bit.ly/2Ev2dBZ

参加申し込みはこちらから

定員：12名

頭がリフレッシュされました。カードに記載された
当事者の声、さらにはカードを選んで表札を
つける際の、ヒラエスメンバーさんをはじめとする
当事者の生の声に触れることができたのも
良かったと思います。

前回（福岡）研修参加者の声



2018年11月大阪・セミナー

2018年8月愛媛・セミナー

2018年９月北海道・キャラバン

２０１８年度開催したキャラバン・セミナー……

２０１９年度開催した
キャラバン・フォーラム・ネットワーク会議……

2020年3月東京・フォーラム

2019年3月東京・フォーラム

2019年9月新潟・キャラバン

2019年12月広島・キャラバン
2020年1月関西・キャラバン

2019年11月避難者支援団体ネットワーク会議 2019年10月埼玉・キャラバン
2019年８月福島・キャラバン

2018年６月沖縄・キャラバン

｜お申し込み・お問い合わせ先｜
表面のQRコードより申し込みフォームに必要事項を入力し送信。または指定の申し込み用紙に必要
事項を記入し、メール、FAX、郵送にて送付。＊締切10/9（金）
311当事者ネットワーク HIRAETH（ヒラエス）事務局（澤上）
メール：info@ hiraeth.work　HP：http://hiraeth.work/
申し込み用紙送付先：〒790-0871愛媛県松山市東一万町2第３森ビル１階協働オフィス内
電　話：事務局 (澤上)／070-5515-2217　事業担当(藤本)／090-1326-8329

主催・運営：
311当事者ネットワーク
HIRAETH（ヒラエス）
特定非営利活動法人
日本NPOセンター
協力：武田薬品工業株式会社
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  9:20

12:00

13:00

15:00

15:10

17:00

17:10

受付開始

開会／挨拶・目標確認

質的統合法（KJ法）研修　ワーク④

休憩（昼食）

質的統合法（KJ法）研修　ワーク⑤

休憩

質的統合法（KJ法）研修　ワーク：構造図作成

休憩

質的統合法（KJ法）研修　分析とまとめ•感想／解散　

プログラム2日目（10/30）質的統合法（KJ法）研修・まとめ

ヒラエスの活動について
｜311当事者ネットワーク HIRAETH（ヒラエス）｜

  9:00

  9:15

  9:30

10:00

12:30

13:30

15:30

15:50

17:30

受付開始

開会／挨拶・自己紹介・事業、趣旨説明・配布資料の説明

質的統合法（KJ法）研修　理論

質的統合法（KJ法）研修　ワーク①

休憩（昼食）

質的統合法（KJ法）研修　ワーク②

休憩

質的統合法（KJ法）研修　ワーク③

明日の連絡／解散　※ワークの進行状況によって延長になる場合があります。

プログラム1日目（10/29）質的統合法（KJ法）研修

私たちは全国各地のキャラバンを通して

当事者の悲しみや怒り、悩み、疑心暗鬼、

葛藤、やるせなさなど様々な感情に耳を

すませ本音で語りあい、その声を記録し経験を

わかちあう活動を心がけてきました。　　



本事業は、「タケダ・いのちとくらし再生プログラム」の支援により、日本NPOセンターとの連携事業として実施しています。

下記に必要事項をご記入、ご署名の上、
FAX・メール・郵送にてお申し込みください。

Web申し込みの方はコチラ→

わたしは、本研修にて知り得た当事者の声を第三者に漏洩しないことを誓います。

ヒラエスでは当事者の声の保護を大切にしています。つきましては、参加者のみなさまに守秘義務の
遵守をお願いしております。本研修にご参加いただける方は、以下の欄にご署名をお願いします。

参 加 申 込 書

311当事者ネットワークHIRAETH（ヒラエス）
〒790-0871 愛媛県松山市東一万町 2第３森ビル１階協働オフィス内
FAX：089-993-8339　　E-mail：info@ hiraeth.work

質的統合法（KJ 法）を学んで

当事者の声を置き去りにしない支援を考える
～ヒラエスの全国キャラバンで出会った声から～

団 体 名

フリガナ

お申込日 2 0　　　年　　　　月　　　　日

役 職 名

区　　分 会員　　　　非会員
入会予定

（当日連絡の繋がる番号をお願いします）
参加者名

参加環境

長時間のオンライン開催に関して不安な点があればご記入ください
（例：静かな環境ではない、3 密になる可能性がある、ネット環境が不安定、個室で参加できないなど）

お問い合わせがあればご記入ください

電話番号

（こちらにご記入されたアドレス宛に zoom等のURLを送信します）
E-mail

その他

@

フリガナ

申込書の送付先

年　　月　　日　　署名

申込〆切

10/9

https://bit.ly/2Ev2dBZ


